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研 究 集 会 名

出 張 期 間

開 催 場 所

BIOSIGNALS 2011 (International Conference on Bio-inspired Systems and Signal Processing)

平成 23 年 1 月 25 日〜平成 23 年 1 月 31 日

イタリア共和国 ローマ市

発 表 論 文 A Study of Stochastic Resonance as a Mathematical Model of Electrogastrogram

(確率共鳴による胃電図の数理モデルの構築)

概 要：

近年，胃電図や PETなどの計測機械の開発・計測技術の向上によって，胃腸運動の推定や脳内部における

活動の研究が行われるようになった。しかし，まだこれらの研究は，緒についたばかりで，研究報告例は非

常に少ない。

また，胃電図を用いた研究は，多様な疾患を対象とした臨床応用を目指した研究が主であり，健常者を対

象として測定した胃電図の発生機序のモデル化の例は少ない。健常者の正常な胃電図の高精度モデル化を行

うことで，胃電図を定量的に評価することが可能となり，機器や映像，音楽を媒体としたヒューマンイン

ターフェースが人に与える影響を評価するシステム構築の一助になりうる。

さらに，胃電図は胃の電気活動を簡便に測定できる信号であるため，ヒューマンインターフェース評価に

留まらず，疾病診断や健康管理，労務管理など広範な応用が期待される。そのため，本研究成果を

BIOSIGNAL2011 で発表することで，胃電図の広範な利用・応用促進につながる。

参加者からは，胃の電気活動を簡便に測定できる胃電図に注目を得られた。また，提案した数理モデルも

既存の評価手法とは異なり，新たな視点による評価であるため，多くの参加者が訪れた。ポスターセッショ

ンでは，胃電図の将来性や発表した胃電図の数理モデルの今後の展開，応用可能性について活発な議論を

行った。さらに，ポスターセッションの時間外においても，本研究発表について，活発な議論を行った。そ

の結果，内外の研究者に胃電図と胃電図の活用方法の一つを提案することができた。今後，本研究分野の促

進並びに，胃電図の広範な利用・応用促進につながると考えている。
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研 究 集 会 名

出 張 期 間

開 催 場 所

ANNIE Conferences 2010 (ANNIE : Artificial Neural Networks in Engineering)

平成 22 年 10 月 30 日〜平成 22 年 11 月 3 日

アメリカ合衆国 ミズーリ州 セントルイス市

発 表 論 文 Competitive Coevolutionary Algorithm with Electric Charge Model for the Tsumego Game

(電荷モデルを利用した競合共進化アルゴリズムによる詰碁の解獲得)

概 要：

国際会議への参加における一番の目的は，国際的な研究者の方々に自身の研究方針を理解してもらうこと，

及び自身の研究の位置付け・意義を確認することにあった。

自身の研究目標は，人間が持つ思考方法の特徴を導出することにある。特には囲碁を対象としており，囲碁

問題と対峙した人間はどのように解を獲得していくか，そのプロセスを導き出そうとしている。囲碁はルール

構成の単純さと展開の複雑さとを併せ持っていることから，複雑系の様子を良く体現するものと捉えており，

それを通じて得られる実験結果はタスクオリエンティッド以上の要素を含むという期待を持っている。

しかし，実際にプレゼンテーション・意見交換を行ったところ，人工知能の研究者の間でも，囲碁に関し

ては殆ど馴染みが無いことが伺えた。存在こそ認知されているものの，そのルールまで理解している人はご

く少数で，アジアを離れると，更にその数は減少し，囲碁に対する興味も薄いという所感を得た。

囲碁に関しては，そのような状況なので，一度のプレゼンテーション程度では，囲碁を通じて人間の思考

プロセスを掴むという狙いに同調して頂くには，根拠，説得力が弱く，現在の研究内容では中々に難しいこ

とを感じ得た。まずは，囲碁とその特異な振る舞いありきではなく，囲碁が人間の思考プロセスを解明する

ことに対して特別に意義を持つ物であるのならば，その要素を詳細に明示していく必要性を痛感した。

この度の国際会議では，他の研究者と意見交換を行い，コネクションを持てたので，今後も標準的な視点

から自身の研究方針に対して評価を頂くことができる。まずは囲碁を研究する意義を改めてクリアにするよ

う，臨んでいく所存である。
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